
□ 大江の新地節 と

綾竹踊 りの歌詞 は,本 来「潟担 い歌」あるいは「新地節」と呼ばれる労働歌である。

天草 では松 島町阿村の新地節 は名高 い。八代地方の千丁や鏡 の大鞘節 も同様の歌詞 と踊

りである。 これ らと類似 したものは佐賀の藤津郡,そ の他諌早 や島原 ・玉名 ・出水などの

有明海沿岸 に広 く分布 しているといわれている。

発生 につ いては,文 政 4年 (1821年 )肥後藩最大の子拓工事 であつた八代の 「700

町開き」 にあるといわれる。防潮堤 防の潟担 い人夫 として天草 の阿村 より300人 の男女

が海 を渡 ってきた。その中に 18歳 のお春がいた。利兵衛 には妻子があつたがお春 は一途

に心 を寄せた。工事が終 わってお春 はひとり天草 に帰 っていつた。いずれの新地節 も労働

の苦 しさと共 に 2人 の恋のいきさつ を歌 いこんでいる。♂

‐
大江 の綾竹踊 りの歌詞 はお春の恋 に触れてはいるが,す でに一貫性 に欠 ける。間には歌

詞 とは無関係の卑俗 なハ ヤシ詞が突飛 っておもしろい。踊 りは男装 のガ タ切 りと女装のブ

リ担 いが 2人 1組 にな り,何 組 か輪 となって踊 る形式が一般的である。

しか し,綾 竹踊 りは文字 どお り棒踊 りの流れをくむ花棒 の系統 である。赤 白に色分 けし

鈴をつ け,竹 筒 の中に一文銭 を入れ,綾 竹 を両手 に持 ち,軽 やかに肩や膝 に当てぅ回 しな

が ら踊 る。

新地節系の綾竹踊 りがなぜ大江地方 に残 っているかを考えると,大 江地 区の干拓 に際 し

て伝 え られたとも考 え られるが,そ れ よりも,有 明海沿岸の千拓工事 の出稼 ぎに出た人た

ちが覚 えてきて,祝 宴の席などで形式的に歌 い踊 るようになったと考 える方が妥当 と思わ

れる。
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